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風上-風下コース特別規則

１． 適 用 規 則 本レースはJSAF競技規則（２００５－２００８）を適用する。但し、
「第７章９０プロテスト委員会（ｂ）」を除く

２． コ ー ス ① コミッティー（本部船）の揚げる数字旗により指示する。
数字旗１：スタート⇒１マーク⇒２マーク⇒１マーク⇒２マーク⇒フィニッシュ

② マークは全て反時計回りとする。
③ コース短縮の場合、先頭艇が回航しようとするマークと音響信号２声と

共にＳ旗を掲揚した本部船又はマークボート間をフィニッシュラインとする。
④ スタート信号後でもコミッティーは下記のいずれかの理由により、

その状況に応じて、コース短縮（音響信号２声と共にＳ旗を掲揚）する、
またはレースを中止（音響信号３声と共にＮ旗を掲揚）することがある。
Ａ）スタート手順の誤り。
Ｂ）悪天候（大幅な風向の変化を含む）
Ｃ）どの艇もタイムリミット内にフィニッシュできそうもない不十分な風。
Ｄ）マークが紛失している、または定位置にないこと。
Ｅ）競技の安全または公正に直接影響するその他の理由。

３、 ス タ ー ト 時 刻 全クラス同時スタートとし、ＡＭ１１：００とする
但し、スタートは時報によらず下記「４．」により行う。

４、 ス タ ー ト ① スタート信号
スタート５分前：コース旗（予告信号）を掲揚し音響信号１声を発する。
    〃  ４分前：Ｐ、Ｉ、Ｚ又は黒色旗（準備信号）を掲揚し音響信号１声を発する。
    〃  １分前：Ｐ、Ｉ、Ｚ又は黒色旗降下して、音響信号長音１声を発する。
スタート：コース旗を降下して音響信号１声を発する。
＊計時は信号旗を優先し音響信号の不発は無視するものとする。

② スタートラインはスターボードの端となる本部線のマストとポートの端となる
黄色マークとの間とする。

５． フ ィ ニ ッ シ ュ ① フィニッシュラインは本部船の蛍光イエローフラッグ又はマークボートの蛍光
イエローフラッグとフィニッシュマークとの間とする。
また、本部船は所定の場所に位置するが気象条件等により錨泊して
いないことがある。

② フィニッシュマークは１又は２マークを兼ねることがある。

６． タ イ ム リ ミ ッ ト ① タイムリミットは当該レースのトップ艇フィニッシュ後３０分とする。
及 び ② 第２レーススタートは第１レースの最終艇フィニッシュ時刻より出来る限り
第 ２ レ ー ス 短時間にて行う。
ス タ ー ト 時 刻 ③ タイムリミットをもってレースは終了する。

７． そ の 他 ① コミッティー（本部船）は蛍光イエローフラッグを掲揚している艇とする。
② ＡＰ旗が掲揚された場合は「スタートしていないレースを延期する」である。
③ Ｎ旗が掲揚された場合は「スタートした全てのレースを中止する。スタートエリア

に戻れ、予告信号はＮ旗降下後１分後に発する。但し、その１分の間にレースを
再度中止又は延期した場合を除く」である。

③ その他の規則は「ポイントレース帆走指示書」に準じる。
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